
52 藻川（猪名川水系） Ｃ

生態系区分
河川
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保全制度

概要

写真提供：石田惣

河口堰がないために神崎川河口からの海水がこの付近まで進入し、感潮域の上限となっている。
河川敷の植生が温存され水域との連続性も保たれている。汽水性のマハゼ、クロベンケイガニ、
カワゴカイ類などが生息し、回遊性のウキゴリも記録されている。河川に隣接して、県のレッド
データブックにより貴重な植物群落に選定されている猪名寺廃寺跡のエノキ・ムクノキ群落があ
り、この群落ともども都市部に残る貴重な生態系として重視される。
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